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症状を軽減、あるいは克服していく方法がとられ

ることが一般的で、その障害の内容やレベルによっ

て、療育環境の重要性も高くなるものと考えられ

ている（Carler、1995)。現在の知的障害者の療育

活動は室内療育と野外療育の２つに大きく分けら

れ、野外療育には園芸療法に代表されるような作

業活動と、自然散策に代表されるような野外レク

リエーションが含まれる。野外における活動の療

育的意義については、野外・自然環境の中で活動

することによって自ら心身のリハビリテーション

を行い、自己治癒力を高め、障害のために内面に

向きがちな意識を外部に向けていくことなどがあ

１．はじめに

「療育（りよういく：TrealmenI)」とは、身体

および知的、精神発達障害児や病弱児に対する医

学的治療や、保育、教育を含む生活活動全体のこ

とを指す（五十嵐他、1984)。療育は、障害児教

育の発展と変遷とともに生まれた概念であるが、

その障害の種類や軽重、年齢などによって、治擦、

保育、教育のそれぞれの働きの比重は異なり、知

的障害や精神発達障害のように医学的にもその発

症原因や治療方法がいまだに確定していない障害

については、保育や教育活動を前面に出してその
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げられている（茂木、1990)。Carler（1995）は、

障害者の野外活動には障害の内容やレベルによっ

て様々なアプローチ方法や段階があることを示し、

障誓者や高齢者の身体的および糖神的な健康向上

へのツールとしての農林業活動の「癒し」の効果

（下村、1998）や、自然環境を利用した福祉施設

の活動の可能性なども提言きれてきている（中川、

1997)。また、国内外には、園芸や森林作業、野

外レクリエーションなどの野外療育プログラムを

実践している知的障害者療育施設も多い（瀧、1997)。

しかしながら、野外療育活動の意義に関する報告

は少なく、いまなおりI例収染の段階にあるものと

思われる（K叩'81,,1993chang,1998)。
これらの点をふまえ、本研究では、野外撫育活

動を行っている米国、日本国内の３つの知的障害

者施股を躯例対象として、知的障害者の療育にお

ける野外活動の意義を考察することを目的とした。

２．方法

３．結果と考察

（１）ノースカロライナ大学医学部精神科付属療

育施設CLLCにおける事例

（１－３）ＣLLCについて

ＣLLCは、ノースカロライナ大学医学部輔神科

付属の自閉症者の撫育施設で、1990年に同州ピツ

ツビューローに建投された。自閉症は、脳の機能

障害に起因する認知磯能陳誓および対人コミュニ

ケーション障害であり、1000人に約１人の割合で

発症し、その約7096は知的隙誓との複合障害者で

あるといわれている（日本自閉症者協会、1993)。

自閉症の明確な発症原因や治療法はいまだに明ら

かにされておらず、撫育方法についても確立きれ

てはいない（山崎他、1988)。同施設では、１９７０

年代初頭に同大学のエリヅク・シヨプラー博士ら

によってMII発された自閉症のﾒ(廓f体系であるT屯ACCＨ

プログラム（TTcKMmcntandEducationofAulislic

andrclaledCommunicalionIMlndicappcdCHi]dTcn

progmm）に基づいた撫育活動が行われ、施設に
は現在、男性13名、女性２名の計15名の21～40歳

の成人の自Ｗｌ症者が生活をしている他、デイケア

希望の利用者も随時受け入れている。療育指導を

行う職員は、パートを含む30数名が夜勤を含む３

交替制の時IIBシフトで勤務をし、ほぼマンツーマン

の療育指導を行っている。ＣLLCでは、入所時に

個人別に、「迦助と音声の模倣｣、「視覚と聴覚｣、

「微細運動｣、「粗大迦ＩＭＩ｣、「目と手の協力｣、「言

語理解｣、「言語表出」の７発達機能領域と、「対

人感備｣、「人とのかかわり｣、「物とのかかわり｣、

「感覚｣、「言語」の５つの綱理領域を観点として

レベル分けを行い、各自の能力や個性に見合った

療育プログラムを作成している（図１)。

米国ノースカロライナ大学医学部精神科付属療

育施設CLLC（CarolinaLivingLCamingCcnにr：

カロライナ生活学習センター）の野外療育プログ

ラム、長野県の自閉症療育施設「白樺の家」での

森林作業を中心とした療育活動、同県内の発達障

害者福祉臨床施設「親愛の里松川」における野外

活動の取り組みの３つの活動を事例対象とした。

これらの施投をIIJ例対象として選定した理由は、

前者の２施設では農作業を中心とした野外活動が

療育活動の中心に1mかれていたことと、後者は新

股の施股であるため、同様の野外活動の療育効果

がスタート時点から把握しやすいと考えたためで

ある。指猟風の１人して各施設の撫育活動に参加

しながらにLLC：1997年８月～９月、白樺の家

：1995年５月～1997年８月、親愛の里松川：1997

年10月～1998年５月)、それぞれの施設における

野外活動がどのような療育的特徴を持ちながら行

われているのかを鋼交し、それらの結果から知的

障害者の野外撫育活動の意義についての考察を行っ

た。

（１－ｂ）ＣLLCの野外活鋤の特徴

ＣLLCでは、刎般当時から野菜の有機栽培、花

壇造成、腐葉土作り、芝刈り、薪染め、地域の自

然散簸などの野外活動を療育活動の中心に据え、

入所者の全員が何らか野外活動に桃わっている。

野外活動は週日の午前８時半から午後４時まで毎

日行われているが、１日の生活や作業の流れ、内
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所者に明確な指示や指導を行うことによって意識

を外に広げていくことができる、野外での様々な

活動を行うことにより、各身体機能をリハビリテー

ションする効用が得られる、室内作業よりも野外

作業においてはパニック、自傷行為などの自閉症

特有の障害行動が減少することが認められてきて

いる（Hammock他、1995)、障害によって繼屈き

れている内的なエネルギーを身体を動かすことに

よって発散することができる、野外には開放感が

あり、対人距離も広くとることができるため、利

用者同士のトラブルが減少する、新鮮な空気や風

など自然の風致作用を体感することができ、季節

感も感じることができる、などが上げられる。

《病理領域》《発逮機能領域》

模倣（運動、

視覚・聴

勧鋼通勤

粗大運動

目と手の協

言語理解

言語表出

図１ＣＬＬＣにおける療養プログラムの編成

容などは、自閉症の持つ認識障害やコミュニケー

ション障害を考慮し、視覚的に理解しやすいイラ

ストカードを多種類使用して入所者に伝達されて

いる。自閉症者は、作業の位置、量、方向、方法

などを理解しにくいケースが多いが（日本自閉症

者協会、1993)、実際の各作業、活動においても、

クライエントがすみやかに取り組むことができる

ような標識や指示が積極的に使用され、指導され

ている（上原、1998)。これらのことからＣLLC

における野外療育は、入所者の療育手段の中心と

して行われ、また、その活動を通して、自閉症の

持つ障害の特性を考慮した療育環境の構造化（佐々

木、1992）が行われていることが特徴である。

（２）自閉症者療育施設「白樺の家」における事

例

長野県北安曇郡池田町の自閉症者療育施設「白

樺の家」では、開所当初より山林における作業活

動およびレクリエーションを中心とした野外体験

を療育に取り入れた実践を試みている（上原、1998)。

（２－ａ）施設概要について

私立の社会福祉法人「信濃の郷」を経営母体と

する知的障害者の更生入所施設で、長野県北安曇

郡池田町中鵜地区にある。施設は、池田町南部の

標高約630ｍの丘陵地帯の中腹に位置し、周囲は

桑畑や果樹園、アカマツ林、ナラ類を中心とした

広葉樹林などで囲まれ、林内には散策を楽しむこ

とのできる散策道、林道がある。施設からは、西

側に北アルプスを眺望することができ、景観風致

的にも好適な条件に立地している。入所者は現在

計50名（男性34、女性16名）で、パートを含む２４

名の指導職員が療育にあたっている。入所者の年

齢構成は15歳から60歳までと幅があるが、平均年

齢は現在約29歳である。障害の内容比率は、７割

が自閉症者であり、３割が知的、糒神発達障害者

であるが、入所時の障害の状況は、各障害者とも

に、言語の獲得困難による概念形成や表象形成が

困難であり、自己の意志や状況を相手に伝達した

り、相手の意志を受容することが困難であった。

したがって、通常の人間関係を形成することが囚

（１－ｃ）ＣLLCにおける野外療育活動の効果

ＣLLCでの野外療育プログラムに取り組むこと

によって、入所者には自剛性の緩和や認知機能の

覚醒などの向上的な変化があらわれてきている

（VanBourgondien他、1993;上原、1998)。前述

した各野外活動は、身支度、道具の準備、活動・

作業内容などがそれぞれ体系的に編成されて入所

者に示されているため、各入所者はスムーズに活

動に取り組

むことができ、また、野外活動に取り組むことを

１日の生活スケジュールの中心に据え、生活全体

のリズムを整えている入所者が多い。

同施設の野外療育プログラムの効果については、

細かな機械部品などよりも知覚的に対象が明確な

自然物（花、作物、樹木など）を扱い、さらに入

環境教育ＶＯＬ9-2



２７知的障害者療育における野外活動の意義に関する考察

にも取り組み易いように、“持つ,,、“運ぶ''、“叩

く，,、“積む,,等の幾つもの単純作業に分けられて

設定されている。また、年間の活動内容は、春か

ら初夏、秋期から初冬にかけては山林作業が中心

難で、社会生活を営む上でのルールを学習するこ

とにも支障をきたしていた。また、外見的な様子

としては、表情が固く、対人関係による変化がな

い。感情の急激な変化があり、自傷・破壊・興奮

等の行動をとることがある。落ち着きのない常勤

行勒が激しい。周囲の状況判断ができず、他者の

呼びかけに対しても無反応である等、典型的な自

閉症、あるいは自閉傾向知的障害の症状が認めら

れていた。

（２－ｂ）「白樺の家」の療育理念と療育活動

「白樺の家」では、自閉症の“治療”は、現時

点においては事実上不可能であるとし、その認識

を療育活動の出発点とすることにした。入所者の

過去のそれぞれの生育歴も考慮し、施設の療育理

念には、療育を自然環境に委ねる。長期にわたる

療育を想定する。

自閉症を“治療”しようとする試みをあえてと

らない。強制的な命令等による呼びかけをさし控

える。自閉症者の主体的な行動を認め、穂極的に

称賛、共感を行う。入所者と指導職員との信頼関

係を築くこと、の６点を掲げている。「白樺の家」

の基本的な療育活動は、山林における作業と森林

散策を中心とするレクリエーション活動の大きく

２つに分けられる。作業とレクリエーションの比

率は、入所者１人１人の障害程度や能力によって

異なるが、年間を通して概ね４：１～３：２の割

合で行われている。また、前述のCLLCの療育事

例と同様に、全入所者が何らかの野外活動・作業

に取り組んでいるが、国内の知的障害者更生施設

において園芸作業等に従事可能な入所者の割合は

平均26％であることを考慮すると（瀧、1997)、

この参加率は極めて高いものである。

野外活動は週日に毎日行われるが、その内容は、

入所者の適性や興味と毎朝時の健康状態を療育指

導職貝が判断して決定されている。山林作業は、

シイタケの原木生産活動や間伐材、薪炭材、竹の

搬出作業、駒打ち作業などの作業が中心である。

知的障害者の野外活動には明確な段階分けが必要

とされることが多いが（グロッセ、1993)、各山

林作業は、入所者の個性や興味によってどの作業

図２「白樺の家」の野外活動に含まれる療育方法

に行われ、盛夏や冬期間は、池田町周辺のハイキン

グやスキーなどのレクリエーションが中心に行わ

れている。これらの活動を療法的な見地から分類、

統合すると、図２のようになる。

療育の場を自然、森林に置くことは自然環境療

法であり、その環境下で作業体験を行うことは身

体機能のリハビリテーションを兼ねた作業療法で

ある。また、起伏や傾斜があり、地形が一様でな

い林内を歩き、形や重さ、感触が１つ１つ異なる

原木を運搬することは、身体感覚を統合的にトレー

ニングする感覚統合法の意義も持っている。入所

者は終日を山林で過ごすことが多いが、その際に

は、樹冠や樹間からの木漏れ日や林内の芳香や風、

木々のざわめきや鳥や虫などの音、季節による葉

色の変化などの様々な刺激を体感することになる

が、それらの風致作用は入所者の感覚機能のみな

らず、情操感を養うことにも寄与するものと思わ

れる（UehaTa他、1999)。雨や雪の天候の際には、

外部の環境から自らの身体を保護することを経験

的に学び、体得していくことも期待きれ、それら

と同時に食事や排泄、をはじめとする日常生活に

必要な技能訓練を行うことは、生活療法であり、

これら一連の療育活動における指導員のとる受容

的な姿勢は、受容療法の形態である。このように、

「白樺の家」における野外活動を中心とした療育
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活動には複数の療育的要素が重なり合い、それぞ

れが相互に関連しあいながら複合的に入所者に作

用することを目的としていることが特徴である。

して、運動能力を向上させることができたことが

観察されている。

コミュニケーションの変化では、言語的な向上

は認められなくても、自分の意志や感情、喜怒哀

楽などを表情やジェスチャーによって示すことが

できるようになった入所者が多い。入所当初、対

人的なコミュニケーションができなかった入所者

にも、コミュニケーション能力の向上が認められ

てきているが、指導員との野外活動・作業という

共通の目的と、共感する環境条件のもとでコミュ

ニケーションを図ったことに、その変化の要因が

あるものと考えられる。

自閉性の緩和では、野外活動後にほとんどの対

象者に感情の安定が認められ、山林作業中や森林

散策中にパニックを起こす入所者も少なかったこ

とが特徴的である。逆に、野外活動がない時には、

施設内において感情が不安定になったり、自閉性

の障害行動が増加することが認められていること

から、野外活動には、適度な身体エネルギーの発

散や、情緒安定の効果をもっていることが推察さ

れる。

基本的生活能力の変化では、山林作業や自然環

境を中心とした野外活動は、ほとんどの入所者に

とってそれまでの生活場面で経験されることのな

かった新しい未知の環境であり、その環境下で連

日の活動に取り組むことによって、適度な空腹感

や睡眠が得られ、生活のリズムが適性化された入

所者が多い。野外活動による怪我もほとんどみら

れておらず、この理由には、各入所者がそれぞれ

の感覚機能を使って、活動場所の自然環境を知覚、

認識し、その危険箇所を意識したり回避していた

ことが考えられている。また、天候を考慮しての

身支度ができるようになるなど、施設生活の全般

を通して、生活トレーニングをしている様子も認

められ、野外作業の得られた成就感をきっかけと

して、衣服の洗湿や、自分の部屋をはじめとして

施設内の掃除、食器洗いなどの仕事にも積極的に

取り組むようになった入所者も認められている。

（２－ｃ）「白樺の家」における野外活動の療育

効果

山林活動を中心とした野外活動に取り組むこと

によって生じた入所者の変化を表１に示す。評価

は、独断的な評価を避けるためにそれぞれ３名以

表１野外活動経験後の入所者の変化（入所４年後）

（単位：人）

注）評価は、Ａ（常に向上的変化が認められる），Ｂ

〈向上的変化が認められる），Ｃ（ほとんど向上的

変化は認められない）の３段階で行った。

上の療育指導貝の共通認識のもとで行われた。利

用者には作業能力や対人コミュニケーション能力

の向上、感情の安定、自閉性の緩和、基本的生活

能力の向上、の５つの変化が認められてきている。

作業能力の変化の理由としては、利用者各自の

自主性や自律的行動が尊重され、指示や命令が控

えられた受容的な療育環境、雰囲気のもとで、入

所者の森林・自然体験は自由に伸び伸びと行うこ

とができたこと、各自のペースで作業やレクリエー

ションを行うことによって、それぞれの内的なエ

ネルギーを発散することができ、各活動の成果は

周囲の指導貝から承認、あるいは称賛されること

によって、さらに能動的な姿勢へと転化した、作

業への能動性や作業能力の向上は、自閉性の緩和

に結びついて、意思伝達能力の向上や障害行動の

減少をもたらし、自然環境内で長期間野外活動に

取り組むことによって、意識を自己の内的世界よ

り外部の対象に向けられるようになったこと、な

どが考えられる。また、身体を使った運動経験が

乏しかった入所者も、111林内を歩くことを基本と

（２－．）野外活動による自閉症状の変化要因の

推察
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評価 Ａ Ｂ Ｃ

作業能力 ４３ ７ ０

コミュニケーション能力 ３９ 10 1

自閉性の緩和 ３５ １４ １

感情の安定 ４３ ６ 1

基本的生活能力 ４６ ３ １



2９知的障害者療育における野外活動の意義に閲する考察

高い。施設での生活には特に定められた日課やノ

ルマの課された作業等はなく、各入所者がそれぞ

れのペースで自らの生活を形成していく「福祉臨

床」の理念が療育方針に置かれている。療育指導

にあたる職員数は現在計15名（パートを含む）で

あるが、開所してから半年の期間は通常３～４名

／日の職員数で、さらに半年経過後からは３～７

名の職員数で療育指導を行っている。

野外活動による入所者の自閉症状の変化の要因

を図３に示す。森林を中心とした自然環境と、山

林における単純作業、受容的な療育態勢の３つの

要因のそれぞれが絡み合いながら、「白樺の家」

の入所者の変容をもたらしたのではないかと推察

きれる。成育段階期における自然・野外体験は、

健全な成育のために重要なものであるが、「白樺

の家」の療育における森林を中心とした野外体験

は、自閉症者に欠落しがちな実体験を補完させる

（３－ｂ）開所当初の状況

同施設は、松川町生田地域の標高約780ｍの山

間部にあり、建物付近の土塊の大部分は伊奈川花

崗岩の風化したマサ土である。周囲には戦後に植

林されたアカマツやヒノキなどの針葉樹林や、ウ

メ、リンゴなどの果樹園が多い。のどかな山間地

域に位置しているものの、施設前には隣村の大鹿

村と結ぶ県道が走り、付近の山から採取した土石

を運搬する大型ダンプトラックが週日往来し、利

用者の単独歩行は危険である。また、施設からは

南アルプスを中心とした自然景観が臨めるが、開

所当初の建物の周囲には緑化木や芝地、草花など

が乏しく、殺風景で、療育環境としては未整備の

状態であった。歩行が困難な利用者もいることか

ら、生活の場である建物の周囲にうるおいを与え、

利用者が身近に活用でき、安らぐことのできる環

境づくりとして、施設周囲の雛備が望まれた。

「瀞￣’
林内単純作業一活動一受容的療育態勢

－３

自閉症状の緩和・変容

図３「白樺の家」入所者の自閉症の変化の要因

とともに、身体に備わる本来の五官機能や各能力

を覚醒・発達させる効果もあったものと考えられ

る。また、四季による緩やかな自然の変化も、急

激な環境変化に適応することが困難な自閉症者の

療育に効果的であったのではないかと推察される。

（３）発達障害者福祉臨床施設「親愛の里松川」

における事例

（３－ａ）「親愛の里松川」の概要

「親愛の里松川」は、1997年10月に長野県下伊

那郡松川町に開所された知的障害者更生入所施設

である。私立の福祉施設であり、施設名は保護者

らの運動が基盤となってその開設がなされたこと

に由来している。現在の入所者数は計30名（男性

18、女性12．平均年齢約27歳）であるが、同施設

入所以前に他の療育施設に入所していた入所者が

その６割程度を占めている。入所者のほとんどが

重度知的障害を有しているが、分裂病などの精神

疾患や他の精神障害、発達障害（自閉症、ダウン

症など)、てんかん、身体障害（脳性マヒ、歩行

障害等）などとの重複障害を抱えている入所者も

おり、概してＨ常生活場面における介助要求度は

（３－ｃ）野外活動の計画と実践

野外活動の計画と実践にあたっては、施設周囲

の環境整備と、入所者の室内生活への倦怠感や野

外への関心の高まりに応じて、また野外活動を通

して室内療育ではみられない各人の側面や個性を

引き出し、心身の総合的なリハビリテーションを

行う療育上の目的で行われた（上原、1998)。活

動はいずれも午前中の１～３時間程度、２～４日

／週の割合で行われた。レクリエーション活動と

しては、障害の程度によってｌ～７kｍの距離を

歩く施設周囲の散歩や近隣での自然散策を中心と

して、公園でのアスレチックや、ブランコ、滑り

台などの遊具、地元河川での遊びなどを行い、作

業活動では、施設周囲の裸地を開墾しての園芸作
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3０ 上原巌

業、花壇づくり、緑化苗木の植栽、施設が所有す

る近郊休閑農地の開墾と植樹、下草刈り作業、地

元林家が活動場所としてその一部を開放してくれ

たアカマツ林における放置間伐丸太の搬出作業、

同様のコナラ林におけるシイタケ原木の生産作業

などを行った。年間を通して野外活動に参加する

ことのできた入所者数は10名前後であった。試み

た野外活動は以上のように多岐にわたるが、レク

リエーションと作業との比率は約７：３であり、

基本的に年間を通じて継続きれた活動は自然散策

であった。野外活動を試行した後、入所者の取り

組みの難易度を活動毎に指導職員が評価した結果

を表２に示す。入所者の取り組みが困難だったも

のには、種蒔きや、野菜や花の苗の植栽、畝作り、

除草などが上げられたが、それぞれある程度の手

先の微細運動を必要としたり、どのように、どの

た個々の入所者の興味や嗜好、集団行動時の特性

などを次第に明らかにすることができ、入所者と

指導職員とのコミュニケーションの端緒も得るこ

とができた。また、野外活動に長期間取り組んだ

入所者には、それぞれ個人差はあるものの、各身

体能力のリハビリテーション、コミュニケーション

能力の向上、感情の安定化、てんかん発作の減少、

パニック等の行動障害発生の減少、不眠による深

夜俳個などの異常行動数の減少、安定した生活リ

ズムの構築、などの向上的変化が認められてきて

いる（Ucham他，1999上原、1999)ｃ野外活動の

経験が増すに従い、施設内における自己の役割に

ついての意識も芽生え、他の入所者の衣服の洗濯

・乾燥や、食堂の掃除、身体障害を伴う入所者の

介助などを自発的にはじめた入所者もみられてい

る。これらの向上的な変化には、上記（２）の

「白樺の家」の事例と同様の要因が推察されるが、

特に本施設では、以前の入所更生施設では不適応

を起こしていた入所者も、本施設入所後に野外活

動に取り組むことによって、感情が安定し、異常

行動、行動障害も減少し、施設生活に適応する変

化が認められたことが特徴である。

表２野外活動の取り組み難易度

（４）３施設の野外活動の比較と共通点

以上の３つの療育施設における野外活動を比較

してみると、ＣLLCの野外活動は、

TEACCHプログラムという療育体系上に構築され

た活動であり、「白樺の家」の活動は、療育環境

を山林や自然に委ねた自然体験的な療育活動とし

て、「親愛の里松川」の活動は、利用者の特性や

療育プログラムを編成していく段階途上における

野外活動であると分類することができる。また、

それぞれの共通点としては、野外における活動を

通して心身の統合的なリハビリテーションを行い、

室内環境にはない自然の風致効果を享受しながら、

感情を安定きせ、パニック等の行動障害の発生数

を減少し、安定した生活リズムを構築したことな

どが上げられるが、これらの共通点はまた、野外

活動の療育意義であると考えることもできる。

くらいの見当で、どの程度まで行ったらいいのか

理解できなかったことなどがその理由に考えられ

る。逆に取り組みやすかった活動には、施設周囲

の散歩や自然散策、土や草運びなどの運搬作業な

どがあげられた。活動内容が視覚的に理解しやす

く、始点と終点が明確で、指導貝の模倣を行うこ

とによって単純に取り組むことができるものだっ

たことなどがその理由に考えられる。

（３－．）野外活動による療育的効果

まず、療育指導上の見地では、各活動を試みる

ことによって、施設室内では知ることのできなかつ
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体的のみならず、精神的な療育効果も期待するこ

とができ、それらによって生活能力全体の向上を

図る可能性があるものと考えられる。また、これ

らの療育効果を高めるには、野外活動の指導にお

いて、障害者各自の持つ個性や興味、障害特性を

考慮した幅の広い野外療育プログラムの編成と、

それらに応じた適切な療育環境を設定し、提供し

ていくことが重要であり、実行にあたっては、方

法や対象を明確に単純化して提示することが肝要

な留意点になるものと考えられる。

４．総合考察

以上の調査結果から、野外活動の持つ療育的意

義を図４に示す。人間と自然との関わりの重要性

については改めて言及するまでもないが、多くの

精神発達障害者や自閉症者にとっては、成長過程

における野外や自然における体験が、その行動障

害の特異性のために欠落していることが多い（総

理府、1998)。人間の成長段階における心身の発

達のために、特に認知機能の障害を抱えた知的障

害者にとって自然環境における野外活動の意義は

大きいものと考えられ、同時に、障害者個人の興

味や個性を表出していく療育手段の１つとしても

野外活動は重要な意義を持っている。また、療育

を行う環境としても、自然環境には、温度、光、

風、音などにおいて無作為的な身体の五官への刺

激があり、特定の室内におけるよりも自由空間が

広く、時間や季節による変化などの多様性があり、

知的障害者に探求心や興味を喚起きせることが期

待できる（HoIlis、1982)。また、野外活動を行う

ことには、活動を通してのコミュニケーション能

力の向上や（Ueha｢a、1999)、感情を安定化し、

パニックなどの行動障害を減少する作用があるこ

とも報告されている（Hammock他、1995;McGimscy

他、1998)。これらのことから、野外活動には身

５゜まとめ

知的、精神発達障害や自閉症には、現在のとこ

ろまだ有効な治療法は見つかっていない（Kapkm

他、1996)。しかしながら、今回の３施設におけ

る事例からは、自然の中で身体の五官機能をそれ

ぞれ働かせながら作物や草花、苗木、原木、丸太、

堆肥、土などの対象を扱うことにより、身体機能

を覚醒し、障害を克服していくという野外療育の

意義と重要性が導き出された。現在、国内には各

地域に障害者施設が設けられ、それぞれの施設に

応じた療育活動が展開きれ、野外療育を実行する

施設も多いが、今後は、その地域独自の自然環境

の魅力や風致効果などを基盤として、それらをよ

り積極的に利用した野外療育プログラムを再構築

していく必要性があるものと思われる。
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